











るが、それぞれは石材の生産地が生んだ地方独特の意匠で造られている。若狭の日引村（現福井県高浜町日引）に産した日引石は、中世から日本海沿岸の西は対馬周辺まで移出されていることが報告されており、採掘地（今は採掘されていないが）でも時代の新旧はあるものの独自の意匠による中・小形の 造り覆屋 のこされている。出雲に産する来待石は狛犬や石灯籠で知ら るが、出雲とその近郊の寺院では出雲独特の五輪塔や宝篋印塔を納めた覆屋も見られる。　
越前では笏谷石を使用し、寺院建築様式をとりいれ、各所に華麗



































































































































































































































































母長勝院の逆修廟 （柱に刻銘あり） で、 長勝院は元和六年
（一六二〇）
に死去した。切妻造り妻入り構造、屋根は石瓦葺き、棟桁は斗と蟇股で受け、棟桁と軒桁の間に中間桁を配置している。蟇股の下には五七の桐紋 左右は飛雲にのる日輪と月輪、前面 両開き戸













































































































































































































































































































































































































































































































































































和 暦（年） 西 暦（年） 関西地方 福井県 石川県 富山県 新潟県 北海道 計
天文９－ 天文 18 1540－1549 ０
天文 19－ 永禄２ 1550－1559 極楽寺１ １
永禄３－ 永禄 12 1560－1569 ０
元亀元－ 天正７ 1570－1579 滝谷寺１ １
天正８－ 天正 17 1580－1589 ０
天正 18－ 慶長４ 1590－1599 ０














寛永７－寛永 16 1630－1639 ０











寛文 10 －延宝７ 1670－1679 ０
延宝８－元祿２ 1680－1689 ０
元祿３－元祿 12 1690－1699 松前家墓所１ １
元祿 13 －宝永６ 1700－1709 ０
宝永７－享保４ 1710－1719 ０
享保５－享保 14 1720－1729 ０
享保 15 －元文４ 1730－1739 ０
元文５－寛延２ 1740－1749 松前家墓所２ ２
寛延３－宝暦９ 1750－1759 松前家墓所１ １
宝暦 10 －明和６ 1760－1769 松前家墓所１ １
明和７－安永８ 1770－1779 ０
 ①在紀年銘計 ５ ５ 12 ５ １ 14 42
 ②その他所在数（紀年銘不詳など） １ ０ ０ ０ ０ ４ ５ 
 ③合   計 ６ ５ 12 ５ １ 18 47 







































































































































































































































































































































































































「 慶長十九年 / 瑞祥院殿茂庵宗
繁居士 / 十一月廿一日」 
瑞雲院宝篋印塔基礎 前田利家女 蕭






































































































































































































































    平入
前面に
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照り屋根




































































  「慶長四己亥年 / 高徳院殿桃雲浄見





























































































































































































































































































































































































    妻入
前面軒下に蟇股、飛天
内壁に（9）仏坐像を浮彫り


















（４） 瑞龍寺（高岡市）の５基中利長廟を除く４廟は、諸説があるが、史料『越中国高岡瑞龍記』（寛政 11 年富田景周著）に瑞龍寺
の前身であった法圓寺の時代「慶長 18 年に建つ」とある。利長が富山へ移った慶長 10 年から 18 年までのいずれかの年に造
立された可能性もあるが、本資料では前田利家、織田信長、同室、同信忠廟は慶長 18 年、利長廟は慶長 19 年として扱うこと
にした。（富山県Ｎｏ１～５）
（５）寿養寺墓地（松前町）の３廟は貴重な遺品、内壁の状況、収容石塔の紀年銘など詳細確認は未完。（北海道 No16～18）
各地の石龕と石廟の目録
